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５．標準設置許容差

５－３　高さ方向の設置標準許容差

B.PLの植え付け精度：eL

捨てコンからB.PL天端間

-5≦eL≦5　　(mm)

免震装置の据付精度：sL

B.PL天端から装置天端間

-3≦sL≦5　　(mm)

上部架台の据付精度：kL

基礎天端から上部架台天端間

-5≦kL≦15　　(mm)

５－２　平滑度の設置標準許容差

B.PLの平滑度：

B.PL両端部２点のレベル計測

（bR－bR） = 1/500

上部架台の平滑度：

※JASS6による

５－１　各種設置用アンカー部材の据付精度

B.PLの平面寸法許容差：bL

地墨とB.PLｹｶﾞｷ線の計測

bL=±3　（mm）

（例：免震装置設置用ベースアンカー）

※ダンパー及び復元ゴム設置用アンカーの平面寸法許容差も同様の値とする。
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１．ＶＰ免震支承
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1 センターレール 【使用数量：上段４枚、下段４枚】

2 スチールボール（φ50.8） 【使用数量：上段２個、下段２個】

4 カバープレート 【使用数量：上段２枚、下段２枚】

5 レール取付プレート（形状３種類）

【使用数量：上段３枚、下段３枚】

3 クロスフレーム 【使用数量：１台】

装置種別
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※基準支持荷重は設計上の長期荷重であり、短期荷重時は２倍となる
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架台取付ネジ
(4-M16)

1016

※本項は告示２００９号第３項及び第４項第三号の規定に適合する場合の標準寸法を示す。
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※2　根入れ深さは基礎底部を雨水等の影響を受ける恐れのない密実で良好な地盤に達した

ものとした場合を除き１５cm以上とし、かつ、凍結深度よりも深いものとすること。
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※1　捨てコンの厚さは、構成部材を固定するあと施工アンカーが有効となる厚みとすること。

捨てコン

（　　　） （D　　）

（t1=250の場合、h=277（調整幅±20mm））
※1　捨てコン～添プレート上端までの寸法
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▼架台下端

装置固定ボルト

4-M16
無収縮グラウト材

捨てコン

２．基礎（ベタ基礎）

３．標準据付工事

●設置用アンカーが配置される部分の捨てコンの厚さは50mm以上を目安とし、表面は円滑に仕上げる。

●各装置を設置するためのアンカー類は、あと施工アンカーにより水平に固定する。

●高さ方向の調整は、免震装置用ベースアンカーはレベル調整ボルトで、

その他の設置用アンカーは、アンカーボルトのネジで調整後、添プレート下端のナット

で、添プレートのレベルを調整し、上ナットで固定する。

●グラウト材の充填は、各種装置及びマウント治具設置後に行う。

工事場施工

レベル調整ナット

アンカーボルト

－留意事項－

●免震層に配置する配管・配線類は装置の可動範囲を

２．設備配管／配線

基礎天端より133mm以上の高さに配管等が設置不可な範囲

　考慮し、動作の妨げにならないよう注意すること。

●免震層に配置する配管・配線類は免震層の水平変位

　に追従できるような構造とすること。

（例：フレキシブルジョイントや弛みを持たせる等）

設備配管、配線管、等

×（装置可動範囲：設置不可）

○（装置可動範囲外：設置可能）

フレキシブル配管

（フレキシブル配管は用途に応じて複数の種類があります）

免震装置

４．ＶＰ免震支承の可動範囲

●ＶＰ免震支承の限界変位：３５３mm

●ＶＰ免震支承の設計上の最大変位量：３１５mm

●ＶＰ免震支承及び付随する構造物が、可動時に人等に干渉しないように留意すること

６．注意事項

●各部材の保管は原則として屋内に保管すること。やむを得ず、現場にて屋外に置く場合は

　シート養生等により保管状況を確保すること。

●各種装置の取付用部材のネジ部及びタップ孔に欠陥の生じないよう十分な養生を行う。

●入荷時に、各装置のボルト等に緩みなどがないことを確認する。また、異物などの付着・
　混入がないよう注意すること。付着・混入があった場合は取り除く。

●免震装置をベースアンカーに設置する際、装置が移動等を生じないよう、取付ボルトは十分

　な締め付け力で緊結する。

●上部架台を設置する際に、位置精度の確保のために各種装置から反力を取るなど、装置に
　負荷を与えないよう必要に応じて事前に計画をすること。

●施工完了後（架台設置工事終了後）、出荷時に免震装置に付いているストッパーピン及び
　レール固定用ボルトを必ず取り外すこと。

ストッパーピン

レール固定用ボルト 　！取外し禁止

ストッパーピン

レール固定用ボルト

　！取外し禁止 ストッパーピン

　！取外し禁止

レール固定用ボルト

東京都墨田区押上２－８－２

ＶＰ免震支承　標準ディテール図VP-Seismic Isolation
ver.20-09

営業支援グループ

https://www.okabe.co.jp/mokuzo/vp-menshin/
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